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令和５年度第１回苫小牧市子ども・子育て審議会 

ヤングケアラー支援条例検討部会 会議録 

 

開催日時 令和５年５月２４日（水） 午後６時から午後７時５５分まで 

開催場所 苫小牧市役所 職員会館３０４号室 

出 席 者 出席者名簿 

傍 聴 人 ２名 

  苫小牧民報社（１名）、北海道新聞社（１名） 

 

１ 開会 

（司会） 

お時間となりましたので、ただ今から「令和５年度第１回苫小牧市子ども・子育て審議会・ヤン

グケアラー支援条例検討部会」を開催いたします。委員の皆様におかれましては、ご多忙のなかお

集まりいただきまして、誠にありがとうございます。 

本日、司会を務めさせていただく、こども相談課の牧野と申します。よろしくお願いいたします。 

 

２ 委嘱状交付 

（司会） 

 それでは、次第２の委嘱状交付をいたします。本来であれば岩倉市長から交付させていただくと

ころですが、あいにく所用のため欠席となっておりますので、健康こども部長の桜田より、委員の

皆様に委嘱状を交付いたします。 

なお、委嘱をいたしますのは、苫小牧市子ども・子育て審議会条例第４条に基づく専門委員であ

りますので、審議会の委員を兼ねておられる北條委員、辻川委員以外の方に委嘱状を交付いたしま

す。 

それでは、お名前をお呼びいたしますので、その場でご起立願います。また、委嘱状を受け取り

ましたら、お座りください。 

  

＝＝＝＝委嘱状交付＝＝＝＝ 

  

以上で委嘱状の交付を終わります。 

続きまして、健康こども部長の桜田よりご挨拶申し上げます。 

 

３ 部長挨拶 

（健康こども部長） 

 皆様、こんばんは。健康こども部長の桜田でございます。 

本日はお忙しいところ、また、お仕事終了後のお疲れのところ、苫小牧市子ども・子育て審議会・

ヤングケアラー支援条例検討部会にご出席をいただきまして、誠にありがとうございます。また、

日頃から子育て支援をはじめ、本市の市政推進のためにご理解、ご協力をいただいておりますこと

を、重ねて御礼申し上げます。 

ただいま専門委員の皆様に委嘱状を交付させていただきました。本部会は昨今、社会的に話題と

なっております、家事や家族の世話などを日常的に行っているヤングケアラー支援の道しるべとな

る条例を策定するため、子ども・子育て審議会に専門部会を設けたものであります。審議会委員並

びに専門委員の皆様におかれましては、多角的な視点から忌憚のないご意見をお願いしたいと思い
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ます。 

ヤングケアラーの中には大人が担うような非常に大きな責任を負うことで、本人の育ちや教育な

ど子どもの権利に悪影響を及ぼす場合がございます。そうした子どもたちに行政として何ができる

のか、また社会全体でどのように見守り、必要に応じて支援につなげることができるのか、このこ

とは非常に大きな課題であり、スピード感を持って取り組む必要があるものと考えております。 

本日は、北海道のケアラー支援担当局長であります野澤様にもお越しをいただいております。北

海道が実施いたしました実態調査におきましては、小学生から大学生までの中には一定数のヤング

ケアラーが存在するほか、様々な実態が明らかになったことから、全国の都道府県に先駆けて令和

４年４月にケアラー支援条例を施行されております。後ほど北海道の取組についてご説明いただけ

ることになっておりますので、よろしくお願いをいたします。 

結びになりますけれども、本部会においてご審議いただきますヤングケアラー支援条例が子ども

たちにとって、そして本市にとっても、よりよいものとなるよう、委員の皆様のご協力を申し上げ

まして、ご挨拶とさせていただきます。本日はよろしくお願いいたします。 

 

４ 委員自己紹介及び職員自己紹介 

（司会） 

ありがとうございました。本日は第１回目の会議となりますので、委員の皆さまから自己紹介を

お願いしたいと思います。席順にご起立になり、ひと言いただき、ご着席をお願いいたします。 

 

＝＝＝＝委員自己紹介＝＝＝＝ 

 

なお、本日は、北海道から行政説明をいただくため、野澤様にもご臨席いただいております。野

澤様、一言お願いいたします。 

 

＝＝＝＝野澤様自己紹介＝＝＝＝ 

 

 続いて、職員の自己紹介をいたします。 

桜田健康こども部長からお願いいたします。 

 

＝＝＝＝職員自己紹介＝＝＝＝ 

 

ありがとうございます。 

ここで、会議の成立について、ご報告いたします。 

お手元にお配りしております「苫小牧市子ども子育て審議会条例」第６条第２項において、会議

は委員の過半数以上が出席しなければ、開催できないことが規定されております。同条例第7条第5

項において部会への準用が規定されており、本日は、委員13人中11人と、過半数以上の委員が出席

されておりますので、会議が成立していることをご報告いたします。 

 

５ 部会長の選出 

（司会） 

 続きまして、苫小牧市子ども・子育て審議会条例第７条第３項の規定に基づき、本部会の部会長

を選出したいと思います。 

 選出方法につきまして、いかがいたしましょうか。 

 

＝＝＝＝委員から「事務局一任」の声あり＝＝＝＝ 
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 ただいま事務局一任とのお声がありましたが、互選の方法につきまして、事務局一任とさせてい

ただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

＝＝＝＝委員から「異議なし」の声あり＝＝＝＝ 

 

 ご異議なしとのお声がありましたので、それでは、事務局からご提案いたします。 

 事務局案として、部会長には、苫小牧人権擁護委員協議会よりご推薦の岡田専門委員にお願いし

たいと考えておりますが、いかがでしょうか。 

 

＝＝＝＝委員から「異議なし」の声あり＝＝＝＝ 

 

 岡田専門委員、ご了承いただけますでしょうか。 

 

（岡田専門委員） 

 

＝＝＝＝了解の合図をいただく＝＝＝＝ 

 

（司会） 

 ありがとうございます。 

 次に、議事に入りますが、ここからは岡田部会長に進行をお願いしますので、議長席へ移動して、

議長をお願いいたします。 

 

（議長） ただ今ご指名をいただきました岡田でございます。このような大役は大変わたくしも不

慣れでございますので、皆様のご協力のもとに会議を進めてまいりたいと存じます。どうぞよろし

くお願いいたします。 

 本日は、議事の説明と質疑を行いまして、遅くとも午後8時00分を目途として会議を終了する予

定でございます。 

また、本日の会議は公開することとしております。会議の議事録と資料は、後日苫小牧市のホー

ムページで公表いたしますので、あらかじめお知らせいたします。 

議事に入ります前に、今回の会議の目的について、事務局からお願いします。 

 

（こども相談課主査） 

 会議の目的について御説明させていただきます。 

本市ではケアラーの中でも潜在化しやすく援助希求が充分にできないというヤングケアラーの

特色から、北海道のケアラー支援条例及び推進計画を踏まえ、ヤングケアラーに特化した条例を制

定することで責務や、支援体制の整備などを推進したいと考えています。 

そのため、本日は北海道の行政説明、先進事例の紹介、苫小牧市の実態の把握や全体での討論を

通じて、ヤングケアラーに関する課題等の共有を図り、今後の条例骨子の検討に活かしていきたい

と考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

６ 議事 

（議長） 

 ありがとうございます。それでは、次第６の議事に入ります。 

(1)の北海道行政説明について、北海道の野澤さんからお願いします。 
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 (1)北海道行政説明 

（野澤次長兼ケアラー支援担当局長） 

 保健福祉部ケアラー担当局長の野澤でございます。今日はお時間いただきましてありがとうござ

います。 

 私の方からは北海道のケアラー支援の取組について概要をお話させていただきます。まず今日ご

説明させていただく一覧でございます。まずは国や自治体の動きからご説明させていただきます。

道の方でケアラー支援の取組を始めた経緯でございますが、まず国の方でヤングケアラーを早期に

発見し、適切な支援につなげるための取組を推進してくということで、令和３年５月に厚生労働省

と文部科学省の方で福祉・介護・医療・教育の連携プロジェクトチームの報告などが出されており

ます。そうした国の動きがあったこと、それから他の自治体の動きと書かせていただいております

が、北海道の中で栗山町さんが市町村の中では最も早くケアラー支援条例をとりまとめて動き出さ

れていたこと、そういった背景もありまして北海道の方でも取組必要があるということで取組を始

めたところでございます。北海道の条例は令和４年４月１日に施行されております。都道府県の中

だと３番目ということになります。 

 続きまして道のケアラー支援取組を進めてきた経緯でございます。本道の高齢化それから少子化

の状況でございますが、全国平均以上に少子化、高齢化、それから核家族化が進展しており、世帯

の小規模化も進んでいると認識しております。左側のグラフでございますが、高齢化の状況です。

赤い方の折れ線グラフこれが北海道の状況です。青い方これが全国の状況です。令和２年までが実

数でございますが、令和２年の数字を見ますと全国では２８％であるところ北海道の場合は３１．

８％と全国を上回る高齢化の状況になっております。この先も全国を上回る状況で高齢化が進展し

ていくことが見込まれております。   

それから、少子化でございますがこちらは北海道は直近の数字で１．２０、全国が１．３０です

ので、こちらも全国よりも少ないと、少子化の進展が非常に北海道は全国に比べても深刻だという

ことでございます。 

 それから核家族化の状況でございます。１世帯あたりの世帯の人数でございますが、これも青い

方が全国、赤い方が北海道でございますが、北海道は世帯あたりの人数も少ないと、ひいては各世

帯においてケアが必要な方が生じた場合、世帯員にかかるご負担も非常に重くなる傾向にあると、

そういったことを背景にしております。 

 時系列でご説明させていただきます。令和２年に国の動きなども踏まえまして、ケアラー支援の

必要性や方向性に関する検討を開始いたしました。令和３年に道内のケアラー、ヤングケアラーの

実態調査を実施しております。それから令和４年、昨年でございますが、調査結果から見えた課題

などを踏まえまして、有識者会議での議論を踏まえて条例を施行いたしました。そして本年でござ

いますが、本年４月１日に推進計画を開始したところでございます。 

 続きまして道のヤングケアラーの状況をご説明させていただきます。ヤングケアラーの割合でご

ざいますが、道の調査によりますと中学２年生で自分がお世話をしている家族がいると回答した子

どもたちというのは、中学２年生で３．９％、全日制の高校生で３．０％、定時制の高校２年生で

４．５％、それからヤングケアラーがケアの悩みを相談した経験の有無についても聞いております。

悩みを相談した経験が無いと答えられた子どもたちというのが中学２年生で８割、全日制の高校２

年生でも約８割、定時制の高校２年生になりますと若干低いんですがそれでも４割ぐらいは誰にも

相談したことが無いというような状況です。 

 それからヤングケアラーの認知度でございますが、中学２年生と全日制高校２年生でございます

が、内容を知っているとご回答いただいたのは中学２年生でも全日制高校２年生でも１割程度と、

まだまだ認知度が低い状況であると考えております。 

 続きまして北海道のケアラー支援条例・推進計画についてご説明をさせていただきます。 

まずケアラー支援条例でございます。令和４年４月１日に施行しております。目的のところです

が、北海道の条例は目的第１条というところでございますが、全てのケアラーとその家族が孤立す
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ることなく健康で心豊かな生活を営みと書いてあるように、ケアラーとかヤングケアラーを個々に

支援するということではなくて、その方の支援を通じて世帯全体を支援していくという理念を書か

せていただいているところが北海道の条例の特徴かなと考えております。 

 そして定義でございますが、ケアラーというのはそちらに書かせていただいておりますが、ケア

ラーの中にヤングケアラーというものが含まれるという概念だと考えております。ヤングケアラー

というのはケアラーのうち１８歳未満の方々だという風に定義づけております。そしてこの中で道

の責務、道民、事業者の役割、そして関係機関の役割なども明確化しております。そして推進計画

を策定することも支援条例の中で規定されております。 

 推進計画でございます。これはこの４月１日に施行したところです。条例に掲げた「全てのケア

ラーとその家族等が孤立することなく、健康で心豊かな生活を営み、将来にわたり夢や希望を持っ

てくらすことができる地域社会の実現」を目指して、総合的・計画的にケアラー支援の取組を進め

るために策定したというように理念として書かせていただいております。計画期間は令和５年度、

今年度から令和７年度までの３年間としております。 

これが第１期です。そして数値目標なども定めておりまして、特にヤングケアラーの部分につい

てご説明させていただきますと、ヤングケアラーに関する児童生徒の認知度を５割以上にすること、

それからヤングケアラーの相談窓口の認知度向上も５割以上にすること、それから②の早期発見及

び相談の場の確保というところでございますが、ヤングケアラー支援の人材育成、これ研修の実施

でございますが、そうした数値目標を定めております。これは毎年度きちんと振り返りをして、有

識者会議の方でもきちんと評価していただこうと思っております。 

 令和４年度、昨年度までの主な取組、特にヤングケアラーの部分についてご説明させていただき

ます。令和４年度は、まずは先ほど申し上げたようにケアラー支援推進計画の策定を進めて参りま

した。それから条例で基本的施策に位置付けられました、３つの柱に沿って事業を実施しています。

１つ目の柱は普及啓発の促進ということで、周囲の関係者だとか地域住民の方々がケアラー・ヤン

グケアラー支援について理解を深めていただいて、支援の必要性に気づいて、適切な支援につなげ

るための広報、それから啓発活動でございます。それから早期発見及び相談の場の確保です。ケア

ラー・ヤングケアラーを支援するための相談体制の充実、それから研修を通じた人材育成、関係機

関の連携強化などに取組んで参りました。それから最後３つめが地域づくりでございます。交流拠

点の整備など、地域全体がケアラー・ヤングケアラーの支援に関する理解を深めていただいて、相

互に支え合う意識を醸成していくための取組を進めてきたところでございます。 

 具体的な取組内容ですが、まず普及啓発の促進というところからご説明させていただきます。道

内の大手のコンビニ、セコマさんなどと連携させていただいてポスターとかステッカーなどを、お

店の中に置かせていただいたり貼らせていただいたりしています。それから店内放送による周知も

実施しております。それからヤングケアラー相談窓口の周知といったところです。こちらはこの委

員会にも参加いただいている江別ケアラーズさんに委託させていただいてますが、このヤングケア

ラーに関する理解の向上、それから相談窓口の周知を図るために道内全ての小中高を対象に、道の

相談窓口、江別ケアラーズさんを記載したカードを配布させていただいております。 

 それから早期発見及び相談の場の確保です。ヤングケアラー向けの相談窓口の設置をしておりま

す。これは従前からヤングケアラー支援に取組んでられた、先ほどお伝えさせていただきました江

別ケアラーズさんにお願いしています。そしてこの２月からは子どもたちが相談しやすいツールが

必要だということでLINEによる相談も開始しております。それからヤングケアラーコーディネータ

ーの配置、道内８か所にヤングケアラーコーディネーターを配置させていただいております。その

お１人がご参加いただいています田中さんにもお願いしております。いつもありがとうございます。

それからヤングケアラーに最初に気づくのは担任の先生など学校関係者が多いことから、学校サイ

ドと市町村の福祉部門をつなぐ調整役を果たしていただくということで、ヤングケアラーコーディ

ネーターを配置させていただいているところでございます。それからヤングケアラーの支援に携わ

る職員向けの研修も実施して参りました。これは先ほど申しましたコーディネーターさんにお願い
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しまして、全道８か所で研修を実施しました。市町村の教育委員会や学校の教職員、スクールソー

シャルワーカーそれから児童福祉施設の職員等が参加くださっております。そして教職員の方々皆

さまお忙しいというお声もあるので、オンデマンドで受講可能となりますように、道内の学校に講

習動画を提供し、集合研修と組み合わせて行うように道教育委員会から各学校に指示をしたところ

でございます。それからヤングケアラーのオンラインサロンも開設しております。これは令和４年、

昨年７月に開設しました。これも江別ケアラーズさんにお願いをしております。毎週末実施してお

ります。オンラインで実施しています。 

 今年度何をやるかということを続いてお話させていただきます。まず１つは昨年度は周知啓発の

取組ということで年間を通じて実施してきたんですが、ポスターを貼っていただいたりとか民間事

業者にもご協力いただいたんですが、いつ力を入れたらいいのか、いつ貼りだしたらいいのかちょ

っと分かりにくいというお声なんかもあったので、１１月をケアラー支援推進月間としまして、そ

の期間に今年度は様々な取組を集中的に行っていこうと思っております。 

それからケアラーサポーター認定の仕組みでございます。これはケアラー・ヤングケアラー支援

の道の研修を受講した方々が、道のケアラーサポーターということで道の方で認定させていただい

て、認定証などを手交させていただいて、そういう認識を持っている方の目印になるもの、認知症

でいえばオレンジの輪っかつけている方いらっしゃると思うんですが、そういうイメージのものを

進めていこうかなと思っております。 

 それから、児童・生徒向けのヤングケアラーに関する広報資材の作成も検討しております。これ

は中学生、高校生に参画いただいて、ヤングケアラーに関する理解を深めるために、児童、生徒さ

ん向けの広報資材を作成して学校教育等の中で活用したいなと思っています。今年度道の夏休みの

期間に、これから全道の中学校、高校に募集をかけさせていただいて、手上げ方式で参加いただい

て、様々な意見をもらって中学生、高校生が見て分かりやすいものを作成したいなと思ってます。 

それから２つめです。早期発見及び相談の場の確保です。ヤングケアラー向け相談窓口、ヤンサ

ポの更なる周知と活動の強化です。若い世代に身近なツールやコンテンツを活用して情報発信を強

化していきたいなと思っています、これは先ほど申し上げたLINEを用いた相談対応などを想定して

ます。それから待っていてもなかなか中学生、高校生って相談に来るってなかなか難しいので、む

しろ若い世代が集まる場でのアウトリーチ型の相談支援も進めていきたいなと思っています。これ

おも江別ケアラーズさんの方で様々な知見をお持ちなので、そうした知見をいただきながら、どう

いうやり方で進めて行くのが良いかっていうのを今相談させていただいています。 

それからヤングケアラーコーディネーターの活動の強化です。昨年度１年目ということもありま

して研修をやっていただいたんですが、なかなか研修までというとこで、それ以上にやっていただ

いた団体さんもあるんですが、なかなか研修以上のことはできなかったという団体さんもあるので、

コーディネーターの位置付けとか役割とか活動内容を少し明確化して道の方から皆さんにお伝え

させていただくとともに、関係機関とも連携を強化していきたいなと思っています。コーディネー

ターさんの中には様々道がお願いしている事業以上のことをやってくださっているところもあり

ますので、そういったこともオンラインなどで情報共有できる場が持てればいいなと思っておりま

す。 

それから地域づくりです。振興局単位でこの６月ですが市町村向け説明会を実施しています。そ

れから市町村の皆さんには自己点検の実施と結果の共有をお願いしています。様々先ほど申し上げ

た研修の実施とか、数値目標を掲げていますので、各市町村さんの方で自己点検していただいて、

それを道や振興局これから本庁とも共有していただいて、チェックリストによって把握できた課題

に基づいて市町村の取組を支援していきたいなと思ってます。 

それから地域アドバイザーの育成・周知と市町村への派遣ということです。今、道の研修を受け

た４０名ぐらいの方が地域アドバイザーとして登録いただいてます。これはホームページにもお名

前、それから所属を公表してます。道内市町村に地域アドバイザーを派遣させていただいて、会議

への参加や助言などを通じて、市町村の相談体制構築とか庁内連携体制の整備に向けた支援を進め
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て行きたいと思っています。 

ヤングケアラー支援を進めるうえで、私たち道の方で意識していることについてご説明させてい

ただきます。１つはヤングケアラーの当事者とか支援団体などの意見を聞いて、希望やニーズに沿

った支援策を展開する必要があるのだろうと思っています。それから、私たちは福祉部門なんです

が、福祉部門と教育部門の連携が必ず必要だなと思っています。 

それから３つめですが、周りの大人が正しい理解を持って、ヤングケアラーに気付けるようにし

てもらう、そういう周知広報をしていく必要があるなと思っています。 

それから１番最後ですが、子どもたちに伝わるツールや方法などを検討していきたいと思ってい

ます。 

当事者や支援団体等の意見を踏まえた政策展開というところですが、特にヤングケアラーは、本

人にその自覚がないこととか、多くの方は誰にも相談した経験がないなどの状況を踏まえますと、

まずは当事者・経験者の意見を丁寧に聞いて、希望やニーズに沿った支援策を展開する必要がある

のかなと思っております。今年の１月に元ヤングケアラーの方とか、若者ケアラーと道の施策につ

いて意見交換させていただきましたところ、いくつか意見をいただいてまして、例えば、「当時は

無自覚だった。家族だから当たり前だと思っていた。」とか、あるいは「大人になった今、振り返

って考えると、当時自分の気持ちを受け止めてくれる大人がいるとよかった。」それから「アドバ

イスよりも、ただ話を聞いて欲しかった。」「経験者だからこその距離感もある。元ヤングケアラ

ーのお兄さん、お姉さんに話を聞いてもらえる場があるといいと思う。」それから「自分がヤング

ケアラーなんだなって気付けることも大事なんじゃないかと。学校の掲示板とかポスターを掲示す

るような取組も進めて欲しい。」それからこの方の場合、ご家庭も非常に困窮していたということ

で「食糧をもらえたりシャワーを使えるような、子ども１人でもシャワーを使えるようなそういう

場所があると本当にありがたかったんだけど。」というご意見もありました。それから「ヤングケ

アラー、若者ケアラーが相談できる場所があるなら、自分も大人になった今お手伝いをさせていた

だきたい。」っていうそういうありがたいお言葉もいただいています。 

最後に条例策定の意義・効果というところです。私たち道として、条例策定でどういう意義・効

果を期待しているかを４点ほど整理させていただいたので、少し説明をさせていただきます。 

まず、ケアラー支援に係る道民全体の意識醸成ということはあるかなと思います。ケアラーの定

義とか支援の必要性、それから道の責務、道民・事業者・関係機関の役割など、道が目指すべき方

向性を示して、道民全体の認識共有・意識醸成を図る、そういう契機になるものかなと思います。 

それから中・長期的かつ計画的に取組を推進していくことにつながるかなと思っています。推進

計画に基づきまして、道だけでなく市町村にお願いさせていただいていること、それから関係機関

にお願いさせていただいていることもありますので、そういったことを全体としてパッケージとし

て計画的に取組を進めていけるのかなと思っています。 

それから市町村の体制整備でございます。ケアラー支援における市町村の役割の重要性を条例に

規定しております。この規定に基づきまして道と市町村が連携しまして、ケアラーとその家族が居

住する市町村で、相談や支援を受けられる体制整備を進めていきたいと思っています。 

それから必要な予算の確保です。必要な財政上の措置ということを、道の努力義務として条例に

盛り込んでおりますので、そういった点からも予算の確保ということはし易くなったかなと思って

います。以上でございます。ありがとうございました。 

   

（議長） 

 どうもありがとうございました。ただいま、北海道のケアラーの支援の取組についての話があり

ましたが、これについて何かご質問など委員の皆様からありますでしょうか。 

 

＝＝＝＝辻川委員挙手＝＝＝＝ 

 



 

8 

はい、おねがいします。 

（辻川委員） 

 ありがとうございました。資料の８ページ目の下の方に、ケアの悩みを相談した経験がないと答

えた高校２年生が、全日制の子に対して定時制の子が半分ぐらい相談したことがあると答えている

のは、それはなぜですか。周りに頼れる大人がたくさんいるということでしょうか。 

 

（野澤次長兼ケアラー支援担当局長） 

 ありがとうございます。すみません、正直申し上げてそこは精緻には分析はできておりません。

私たちの方でひとつ考えられるのは、定時制の高校生の場合、昼間アルバイトをしたりとか、ある

いは学校の中に校内カフェみたいなものを外部の方が入っていて、支援するような取組をしてらっ

しゃる学校なんかもあると承知してます。そういった点から全日制の高校生に比べると、少し周り

の大人との接点というのが大きいのかなと、これはあくまで私たちの想像なんですが、そういった

ように考えているところです。ありがとうございます。 

 

（議長） 

 ほかに何かご質問などありますでしょうか。 

 

＝＝＝＝片山専門委員挙手＝＝＝＝ 

 

はい、おねがいします。 

 

（片山専門委員） 

 すごく些細なところなんですけれども、スライドの１６枚目のヤングケアラーのオンラインサロ

ンのところなんですけど、ただの誤字かなと思うんですけれど、毎週未実施（まいしゅうみじっし）

というふうになって、毎週実施ですよね。 

 

（野澤次長兼ケアラー支援担当局長） 

 毎週末（まいしゅうまつ）なんです。失礼しました、わかりづらいですよね。 

 

（片山専門委員） 

 毎週末（まいしゅうまつ）実施されているということですね。ありがとうございました。 

 

（議長） 

 ほかに何かご質問などありますでしょうか。 

 

＝＝＝＝小川専門委員挙手＝＝＝＝ 

 

はい、おねがいします。 

 

（小川専門委員） 

 同じヤングケアラーのオンラインサロンのところなんですけど、実際どれくらいの方が利用され

ていらっしゃるのでしょうか。 

 

（野澤次長兼ケアラー支援担当局長） 

 ありがとうございます。ここは、実は江別ケアラーズの加藤さんの方にお願いをしておりまして、

加藤さんの方からご説明していただいた方がいいかなと思うんですが、よろしいですか。 
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（加藤専門委員） 

 オンラインサロンなんですけれども、最初波が結構ありますね。やっぱり夏休みに入るタイミン

グで、夏休みに入ったら家からつながってくれる子がいるかなと思って、夏休みからスタートした

んですけど、大コケして、しばらくしてから笑っていいとものテレフォンショッキングみたいな、

友達の友達みたいな、私の友達もケアラーいるみたいな感じでつながっていって、後半は結構、延

べで人数だけで言ったら４０、年間でもそれぐらいですね。同じ子が何回もつながってくれたりだ

とかというのはありますね。同じパソコンの画面で今日友達も連れてきたよと友達も一緒に話をし

たりだとか、逆に全然来ないときは全く来ないので、とにかく開けてることに意義があるかなと思

って、０のときは僕はただＺｏｏｍの前でただ座って、１時間も黙ってコーヒーを飲みながらとい

う感じの時もあります。意外とそんな感じで。広報が上手くできていなかったのかなと思うんです

けど、なんとか口コミの口コミの口コミで増えてきたかなというところで、これもまぁ１年目です

ので、本当にもうコツコツとやっていくしかないかなというふうには思ってます。ありがとうござ

います。 

 

（議長） 

 ほかに何か。 

 

＝＝＝＝千寺丸専門委員挙手＝＝＝＝ 

 

はい、おねがいします。 

 

（千寺丸専門委員） 

 ヤングケアラー向けの相談窓口の設置というところでちょっと質問させてください。 

 私たち苫小牧市社会福祉協議会も、今年の６月からですねＬＩＮＥによる相談窓口を開設するこ

とになっているんですけれども、今現在中高生の方からのＬＩＮＥ相談というのはどれくらいの数

がきているかというのはわかりますか。 

 

（野澤次長兼ケアラー支援担当局長） 

 ＬＩＮＥの方なんですが、これはまだ始めたばかりで広報が出来ていないです。なので、正直申

し上げるとそんなにはきていないです。 

  

（議長） 

 ほかに何かご質問などありますでしょうか。なければ次に移りたいと思います。 

 ヤングケアラーサポートセンターの状況についてでございます。これについて加藤さんからお話

をお願いしたいと思います。 

 

(2) 先進事例の紹介 

（加藤専門委員） 

 加藤です。よろしくお願いします。週の真ん中ですね、まだ木曜日と金曜日がありますのであん

まり力入れ過ぎないでやっていきましょう。 

 今日はお招きいただきましてありがとうございます。今日苫小牧市さんにお呼ばれして大変あり

がたいなというところで、ちょうどですね１月に苫小牧市さんに田中さんにいろいろ企画していた

だいて、吉田さんとか齋藤さんとか皆さんに来ていただいて、楽しい会、あの日ですね僕誕生日だ

ったんすよ。本当に良い誕生日でありがたかったんですけど、今日も楽しみで、あんまり浮かれ過

ぎて半袖で来たらめちゃくちゃ寒いっていうね。すいません、申し訳ないんですけれども。皆さん
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みたく専門職と呼ばれる者ではないんですけど、普段は包括センターで働いております。大谷君み

たいな立派な二足のわらじじゃないんですけども、二刀流じゃないんですけど、ヤングケアラーの

方とケアラー支援の方と、普段は包括センターで虐待とか、社会福祉士の方の仕事もさせていただ

いております。 

 今回お呼びいただきまして、たまたまですね江別で、僕ら活動を２０１５年８年前からやってい

て声をかけていただいております。始めたときはもう全然どこ行ってもまずケアラーという言葉を

広めたくて、日本ケアラー連盟の人とケアラーって言葉広めたいねって学校行ったり、関係機関行

ったり、行政さん行って、ケアラーってこうで大変な人がいるんですって回って、７年前８年前は

もうまったく誰も見向きもしない「あぁそうですかそうですか、わかりましたわかりました、資料

いただいておきますから、読んでおきますからお帰り下さい。」っていうような感じだったんです

けども、一昨年になっていきなりケアラー条例とか、菅さんがダーンッとケアラーのアンケートを

とりましたって新聞に出た瞬間に、大人って嫌ですね、手のひら返したように「加藤さんお話聞か

せてください。」みたいな。全然去年まで聞いてなかったやんというような方々も多かったんです

けども、悪い大人もいるのであれですけども、そんなこんなで長くやってたというだけですので、

そのことをお伝えして、皆さんのお役に立てればということで、いっぱい失敗もして、失敗の方が

多かったですけども、やってきたこともたくさんあるのでお伝えできたらなと思います。 

 やっぱり今は、どこの市町村さんも条例を作っていますけども、条例を作ってからが本勝負です

ので、あとは、まず僕らも８年間やってまだまだですから、やっぱり本当にじっくりやっていただ

きたいなと。結構皆さんもう慌てて、今もうすごいブームですよね、毎日のように僕も電話が来て、

本当にバーッと波できたやつは、サーッと引いていきますから。それこそこども食堂さんもそうで

すけども、最初僕らもやっていたんですけど、ブームの時は振るいましたけども、今どんどんどん

どん減っていってますけどもね、やっぱりそういう風にブームにならないように、しっかり地に足

をつけて、皆さんでやっていきたいなというふうに思いますので、いろいろ失敗も含めてやってき

たことをお伝えさせてください。よろしくお願いします。 

 ２０１５年からやってました。家で介護していたりだとか、障がい持ってるお父ちゃんとかを介

護している奥さんとか、ちょうどその時９人のおばちゃん方が周りにいて、家で頑張っている家族

のためのそういう団体とかチームがあってもいいんじゃないのみたいな感じになりまして、じゃあ

やろうかということで本当に市民団体、今もそうですけど市民団体です。今ちょうどその仲間が増

えてきて、来年からは江別ケアラーズから脱却して北海道ケアラーズに今準備をしてまして、道内

結構仲間が増えてましてですね４月から口コミで広がって今４５人ぐらいやろうって方が増えて、

法人化するかはまだ何ともいえないんですけれども広がってくれています。とにかく、家で介護し

てるって言ってもおじいちゃんを介護している高齢者介護もあれば、発達障がいのお子さんもいれ

ば、障がいを持ってるお兄ちゃんもいれば、いろいろあるわねということで、認知症カフェだとか

そういう風に認知症と冠つけちゃうと、認知症の人だとか認知症の家族しか来ちゃだめなんでしょ

っていうふうに先入観を持っている方もいるので、とにかく家で家族を見守っている、想っている、

実際に介護している家族を支えている人誰でもおいでと。ということでケアラーズカフェというこ

とで、これは僕らも次年度は北海道内に、できれば苫小牧市さんでもやりたいなと思っているんで

すけれども、ケアラーズカフェを道内に広げたいなと思っております。われわれの仲間は本当に

色々な介護士とか看護師とか資格を持っている人はいないです。ただただケアの経験、家での介護

の経験がある、子育ての経験がある、そういう人たちばかりです。逆にそういう人たちのほうが来

たお客さんは心を開きますね。専門職よりは。で、お互い話し合ってということでやっております。 

去年の４月から先ほど野澤さんからもありましたけれども北海道からお声を掛けていただいて、

こんなウチでいいんですかと何回も聞いたんですけど、いいですと言ってくれたので、やらせてい

ただいて、ヤングケアラーの窓口というのが僕らもヤングケアラーの対応していたのですけれども、

北海道内でやっているところがなかったので、それでお声を掛けていただきました。この前も、月

曜日も留萌に行ってきたのですけれども、ヤングケアラーの話をとにかく、僕は去年から始めてま
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すけれども、しばらくやりたいなと思っているんですね。やっぱり本当にこういうのって小さい町

もそうですし、知っているようで意外と知らなかったりというのがあるので、もわーと雑誌に書い

てあった、週刊誌に書いてあったヤングケアラーという言葉は目として見たことがある、でも知ら

ないみたいなというのがありますけれども、正しい理解というところですよね。個々に書いてある

とおり、先ほど野澤さんからもありましたけれども、家族にケアが必要な人がいたときに、支えて

いる人なんですけれども、１８歳未満ということなんですけれども、日本に法律がありません。介

護保険法とか障害者の総合支援法とかそういうのがありませんので、今作るように動きはしている

んですけれどもないので、確定という訳ではないのですけれども、日本ケアラー連盟ではそういう

ふうにうたっています。一番大事なのが二行目なんですけれども大人が担うケアをするというとこ

ろがヤングケアラーなんですね。 

よくどこに行っても言われるんですけれども加藤さんうちの子家でえらく茶碗洗いちゃんとし

てくれるよ、掃除機もかけてくれるよ、うちの子ってヤングケアラー？みたいな。ヤングケアラー

と家事の手伝いってどう違うのとかよく聞くのですけれども、ただの手伝い違うところというのは、

やはり大人が担うようなところをやるというところです。それでヤングケアラーに多い年齢という

のは年齢が上がってくれば上がってくるほど多いです。やはり小学校よりは中学校、高校、大学、

僕らがお付き合いしている子は大学生がいちばん多いです。なぜかというと、ここですね、大人の

代わりにやるんですよ。お母ちゃんを精神科に連れていく、お母ちゃんを病院につれていく、お母

ちゃんを就労施設に連れていく、お母ちゃんのご飯を作る、お父ちゃんの話を聴く、等々大人が担

うような、子どもができちゃうことじゃなくて一大人としてあんた頼むねってやってもらっている

のがヤングケアラーの特徴です。なので何でもかんでも家の手伝いしてれば、よく手伝いしていれ

ばヤングケアラーでしょうみたいな、そういうことを言うんですけれども、違う違うという感じな

のですけれども、子どもなんですけれども大人として動いていくと。 

やはりヤングケアラーって周りの子もそうですけれども家の大人の代わりをしているので滅茶

苦茶早熟です。大人ですね。僕もたまに、先週モスバーガーで４人くらいと会ったんですけれども

僕だけ一人ではしゃいでいたみたいで、一番僕が精神年齢低くて、周りの高校生の子は、おじさん

キモイと言われたのですけれども、もう大人ですね。言葉は悪いのですけれども、それも人格的に

影響しているのかもしれないのですけれども、冷静に見ているというか、子どもらしくないという

か、大人としてずっとこの子大人の役割をして、大人として家族のなかで生きてきたんだなってい

う感じの子ですね。あとは権利の部分もありますけれど、犠牲と引き換えに、ちょっと言葉は犠牲

ってちょっと鋭すぎますけれども、いわゆる子どもの権利です。学ぶ権利とか生きる権利とかもそ

うですけれども本来だったら塾に行きたいだとか学びたい、でも父ちゃん母ちゃんの世話があるか

ら学べないとか、あと部活をしてスポーツもしたいけれどもアルバイトに行かなければいけないと、

うちの団体で付き合っている子たちは、ほぼ９割、いま４０人くらいいますけれども、ほぼ９割９

分バイトしています。なので、学校終わったら即バイト行きます。そういう子が多いので。あとは

帰りに好きなアイドルの話とか好きな男の子の話とかしながらサーティーワンを食べながらだべ

っているというのが子どものときには必要かなと思うのですけれども、そういう子どもらしいこと

ができないという部分があります。 

うちのほうも２０１７年くらいから増加してきまして今一番下が中一から二にこの春上がりま

したから中二から大学四年生までそれぞれいますね。ちょこちょこちょこちょこ、今日も苫小牧行

ってくるよと何人かにＬＩＮＥ送ったら何人かから返事が返ってきましたけれども。あとは、今半

数もいないですね、２、３割程度ですけれども名前知らなかったりだとか、どこに住んでいるか分

からない子も結構います。でもそれもありにしています。あとは連絡のやり取りは会って話す子も

いますし、３月は函館にいたヤングケアラーの子で、ずーっとFacebookで繋がっていた子と会おう

となって、函館のヤングケアラーの研修会に行ったときに初めてあった子がいますね。傍から見た

らその子は学校帰りに来たので制服できたのでちょっと、おじさんと制服着た女子学生なので変な

感じに映ったかもしれないですけれども、初めて会えたねーって言って、会う子は会いますし会い
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たくなかったら会わないということで距離感はかりながら。あと拠点の方はあまり作らないで、セ

ンター、江別で北海道の委託を受けてヤングケアラーの相談センターありますけれども基本は相談

あったときに、相談のセンターのほうに、おじさんたちのところに来なさいということは基本は言

わないです。どこで待ち合わせるというところから始まります。センターとしては北海道の委託な

のであるのですけれども、相談あるときに、脱線しちゃうのですけれどもヤングケアラーですごく

大事だなと思うのが、大人が子どもに何かをしてあげたいとかというものを形にするのではなくて、

子どもだったらどう考えるかというふうに、そっちの視点のほうが僕は大事かなと思うので、多分

おそらく皆さんも小さいころあったかなと思うので、小さいときにどういう大人だったら話せたか、

どういう大人だったら付き合いがあったかとか、あのおじさん大好きだった、あのおばさん大好き

だった。じゃあなんであのおばさん大好きだったのかなと思い起こすと多分共通点が出てくると思

うのですね。僕は基本的には相談があったときに、おじさんちょっと相談があるんだけどってなっ

たときに、どこで会う？いいよーって大体はスタバだとかマックだとか、あとイオンの食べるとこ

ろ、ああいうところの角っちょだとかそういうところにこっちが行きます。どうしても大人の尺度

からいくと、おじさんのセンターにおいでと、応接セットあるよと、ふかふかの椅子があってお茶

を出すから、おじさんと向き合って話そうじゃないかという大人の得意の感じにもっていきたいの

ですけれども、やはり子どもには通じないかなと思うので、じゃあスタバ行って話そうとか、こっ

ちから行くようにしています。 

今どこもそうなのですけれど、この前も京都の方ともお話ししたのですけれど、サロンとか居場

所とか大人ってまずそういうところ作りたがるんです。「子どもの居場所づくり」みたいなね。今

どこを見ても居場所、居場所づくり、僕は居場所は、基本的に家庭にある子は家庭でいいと思うん

です。ケアラーの子は家の世話をしている子が多いですけれどもやっぱり家が好き、家族が好きと

いう子もいるので間違いではないないけれども第一には家が居場所であるべきだと思うのですけ

れど、あとは基本的には居場所って大人が作った居場所に子どもを呼ぶっていうよりは、子どもが

元々持っている居場所に大人が入っていくというスタイルのほうが僕は良いかなと思います。苫小

牧市さんも今後やるかどうか分からないですけれども、例えばヤングケアラーサロンとかやったと

て、多分きっとそんなに集まらないと思います。後で出てきますけれどもヤングケアラーの子って

自分がヤングケアラーって自覚がない子が多いので、基本的に私ヤングケアラーですって、家族の

ケアで大変な思いしてますっていうのは、自分から悩み聴いてくださいというのは一握りで、さっ

きのご質問もありましたけれどもパーセンテージからしたら結構低いんです。あのまま見ると、少

ないじゃんと思うと思いますけれどもあれは本当に氷山の一角で、自覚がないから私はそんなヤン

グケアラーじゃない、ただただ家で愛する家族、愛する弟がいるからその家族のために手伝いをし

ている、それがヤングケアラーというか分からないけれども、ただただ私は家族のために動いてい

るだけというスタンスの子が結構多いですヤングケアラーは。なので、自覚がないという前提で

色々施策も含めて考えていったほうが良いと思います。どこも結構聞くんですよ。サロンの具合ど

うって言ったらヤングケアラーサロンやります、例えばここでやりますってやって、広報でとまこ

まいで載せました、ヤングケアラーサロンやりますって、多分そんなに来ないと思います。そもそ

も自覚がないので。どちらかと言うと、集合型のみんな集まれ、ヤングケアラーの子集まれってい

うのは自覚のない子に対してはあまり無力なので、できれば抽出型が良いと思います。できるかぎ

り周りにいる大人たちが、たとえば商店街の人もそう、民生委員もそう、学校の先生もそう、恐ら

くあの子ヤングケアラーかもなって子がいたらその子にピンポイントでアプローチするほうが僕

はヤングケアラーの支援としては多分合っているのかなと思います。全体を見ておいでという感じ

では、なかなか来ないと思います。ほとんど忙しい子が多いですし、先ほども言ったように僕が知

っているヤングケアラーの子も土日バイトをみっちりしている子もいますので。その辺ではさっき

の訪問じゃないけれどもバイトの合間縫ってその子が夜中会いたかったら夜中僕も行くことあり

ますし、やはりヤングケアラーの子も忙しいので、その子に合ったタイミングでこっちも訪問して

あげる、会って話を聴いてあげるというほうが、どちらかというと、こっち視点でやっちゃうと中々
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大変かなと。例えば平日のど真ん中の昼にやったとて、じゃあ来ないということにもなりますので、

やるなら時間も配慮も必要だと思うので、その辺は大人視点にならないという気を付け方が必要か

なと思います。 

それでヒントとしてもそうなのですけれども２番目何か特に重要と思います。自覚がないよねと

いうところですね。自覚がないから君はヤングケアラーなんだよ、もっと自覚を持ちなさいといも、

本人がそう思うのなら良いのですけれども、大人がそんなにそんなに言葉が悪いのですけれど烙印

を押すじゃないですけれど、もっと自覚を持たないとだめよって言いすぎるのもどうかなと思うの

で、やはりヤングケアラーという言葉は、子どもにヤングケアラーという言葉を覚えてもらうため

にあるのではなくて、どちらかというと大人の共通の言語として捉えることは良いのかなと思いま

す。ヤングケアラーという言葉を覚えなさいということでもないと思う。ただただ、もっと自分を

大事にしなさいよというところに、シンプルですけれども大事かなと思います。 

ちょっと（資料）とばします。支援の中で大事なこと、これ二番目特に大事です。緊急の場合、

虐待のケースもありますので、確率的にはちょっと言えないですけれども、本人や家族の思いをち

ゃんと聴くことですね。けっこうヤングケアラーの支援している人って周りの方も多いのですけれ

ども、支援したがり屋が多いんですよ、何か助けてやりたい、この子大変なんでしょ、何か私にで

きない？何が困っているの？おばさんに言ってごらん、おじさんに言ってごらんという人が結構多

いのですけれども。子どもからしたらちょっとくい気味ですよね、僕だったらウゼーって思います

けれども、やはり大事なのはそこじゃなくて先ほども言いましたけれども本人が、子どもたちがど

ういう大人だったら悩みを打ち明けてくれるか、どういう関係だったら悩みを言ってくれるか、ど

ういう場所で、どういう形であれば本当の事しゃべってくれるかなというところにポイントを押さ

えていかなければいけないかなと。あとは本人がどうしたいか、どんなに遅刻しがちでどんなに成

績落ちてきて、体も痩せてきて、でも、弟のために介護としたいという子もやはりいますよね。そ

の思いを、いやいや、それどころじゃないでしょ、やめなさい、ケアを一回休んで君のことを大事

にしなさいと言っても、やりたい子はやりたいんです。 

ただ、本人の意思を大事にしつつも、介護のバランス、ここは手伝ってもらったら良いんじゃな

い、ここは大人に手伝ってもらったら良いんじゃない、サービス使ったら良いんじゃないというこ

とで、本州の市町村で今結構やっているのが、お弁当の無料配達。これは一番手っ取り早いと思い

ます。ヤングケアラーの世帯で無料、申請してくれれば無料で弁当配布しますよと。例えばそうい

うものも子どもに提示してあげるとか。一回弁当頼んでみない、土日ちょっとご飯作るの休んだら、

ちょっと時間テレビでもなんでも見ればいいっしょ。嫌だったらやめればいいじゃんって。 

あとはヘルパーさんも今結構増えていますね。高崎市さんとか平塚市さんとか、神奈川県なんか

は結構多いですけれども、週に２回ですか、２時間無料でヘルパーさん入って家の家事の手伝いし

てくれるというところも多いです。サービスもどんどん増やしていかなくてはいけないですよね。

結局はこういう子がいる、ヤングケアラーで大変だと言ったとて、今結構市町村さんが、じゃあど

こに繋げばいいのか、しかもそんなその子を助けるようなサービスがないよというのもあるので、

そういうのも同時に増やしていかなければいけない。結構私たちも相談受けますけれども、うーん、

こういうサービスあったらいいよねと言うのは結構仲間内であります。結構書き出してますけれど、

こういうのが北海道にあったらいいよね、こういうサービスあったらいいよね、というのは。北海

道が進めると中々時間がかかったりするので、やっているところはほどんど市町村ですね。市町村

は市町村の色を出して。ぜひぜひ、とまチョップもとまチョップヘルパーを作っていただいて、市

町村だと色々と新しいことをパパっとできるかなと思いますので。 

あとは本人の意思とここにも書いていますけれども家族ですね。僕らでもあるんですけれど子ど

もだけじゃなくて、家族は家族で言い分もある。世話をしてもらっている障がい持っている母ちゃ

ん、精神障がい持っている母ちゃん、母ちゃんは母ちゃんで娘に世話をしてもらっているけど言い

分があるはずなんです。そんなの娘に世話してもらっているんだから黙っていなさい、という訳に

はいかないので、子どもの話も聴いて、一緒に聴くと色々ゴタゴタあるので、別のところで、子ど
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もは子どもの時、母ちゃんの世話大変だろう？と話を聴く、母ちゃんは母ちゃんで娘に世話しても

らっているけど、どう？というのも、母ちゃんの思いもちゃんと聴いてあげるというのも大事です

ね。 

ちょっと（資料）とばします。あとはさっき道の野澤さんの方からもありましたけれども、出張

相談ということで、できる限り相談援助をやる時には、苫小牧市にやってくださいという訳ではな

いのですけれども、ここに相談センターを立ち上げます、電話お待ちしています、相談員も張り付

けていつでも待ってますってソファーにふんぞり返っているようでは僕はだめだと思いますね。僕

はケアラーカーといって、キッチンカーと同じ並びで旗を立てて相談を受けています。クレープ、

たこ焼き、ケアラー相談みたいな。傍から見たらそんなクレープとかたこ焼きとかサツドラの前で

あんた旗立てたって誰がそんな思い相談するのよって思うと思うんですけれど、きっかけ作りでも

いいんです。こういうのやってますよって、実はあそこにセンターあるので、何かあったらと名刺

１枚渡すでも良し、ちょっと世間話するでも良し、それがご縁になって繋がるので、いきなりそこ

で、いやぁ実は私癌なんですとか、娘にみてもらっているんですけれどという重い話は多分ツルハ

の前ではしないと思うので、いきなりそこまで深くなくてもいいので入口作りですよね。とにかく、

相談持っている人の近くに一歩でも半歩でも近づいていくというスタイルは大事かなと思います。

あとさっきもありましたけれどもケアマックということで、これ今年力入れてやっていこうと思う

のですけれども、とにかくケアラー、ヤングケアラー同士の繋がりを作りたいなということで、そ

れぞれ腹探りながらでもやっぱり友達できてほしいと思うので。 

それでケアラー同士ってなかなかお互い忙しいというのもあるんですけれども、どっかで繋がっ

てほしいなってところで、何か餌をまいた方がいいなと思って、言葉悪いんですけれども。僕もハ

ンバーガー大好きなんですね。多分子どもでマック嫌いな子いないだろうと思って、マクドナルド

に集まりなさいって、来ても来なくてもいいよ、しゃべんなくてもいいからハンバーガーおごって

やるからおいでって言ったら、結構来たんですね。本当に別にそれで終わってもいいよって、君た

ちが仲良くなろうが無かろうがおじさんは別にどうでもいいからというふうにあんまり肩ひじ張

らずにやったら、意外としゃべりました。来たらやはり子どもたちしゃべりやすいように間に入っ

て話題になる話をちょっと振ったりだとか、やっぱり隣の子同士が高校同士がしゃべったりだとか、

少しずつ顔馴染みになってきて広がってきています。これ函館の方でもやってくれていて好評だと

いうことで、特別な事じゃないんですけれどもきっかけ作りとしてやっています。去年の６月、来

月でちょうど１年になります。まだ１年です。なので本当に苫小牧市さんと一緒にゆっくりじっく

りやっていきたいなと思っているので、少しずつ江別にそういう相談窓口あるよ、公式ホームペー

ジあるよと、ホームページぜひ一度見てみてください。 

それから先ほどもありましたけれどもオンラインサロンも一応やっております。これもとにかく

開いているよ、ケアラーズカフェもそうですけれど開いているよ、いつでもおいでよ、どうしても

周りは、メディアともそうですけれども大体取材来たら、加藤さん、サロンって何人ですか、ケア

ラーズカフェってどれくらい込んでいるんですかとかそういう数字にとらわれがちなんですけれ

ども、やはり開いていていつでも相談できるというまず安心につながるという意味では、空けてい

るということが、僕も土日の朝にやっているですけれど、ずぅーっとお客さん来ないときはさっき

言ったように黙ってワンピース見たりとか、上だけ普通の服で下パジャマで映って待っているとい

う感じです。 

北海道も色々動いてきましたけれどもようやく今年度本腰で動き出したというところです。条例

が本当に切り口なので、そこから、これからです。条例作ってちょっと心配なのが苫小牧市さんは

絶対ないと思いますけど、条例作って、打ち上げ花火だけで終わらないように、徐々に徐々に、良

い火って炭もそうですけど徐々に徐々に良い火になっていきますので、少しずつ大きくしていきま

しょう。あとは実態調査等々も色々やっておりますけれども、結構多いのがお母さんとかきょうだ

いのお世話している、結構今精神疾患を持っているお母さんですね、多いかなと思います。それで

精神疾患にただただなっているというよりは、ご主人の暴力があったりとかという理由もあるんで
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すけれどもということで、お母さん世話をしたりというのが多いです。あとは代わってほしいとか、

自由な時間が欲しいと、こういったところでもっと色々なサービスがあるといいかなぁと思ってい

ます。 

ちょっと（資料）とばします。最後なんですけれども、一応ケアラーの特性ということで、基本

的には孤立しがちで、周りの目が行かない子が結構多いですね。お母さんの病気の事とか、お父さ

んの病気の事、おじいちゃんのこと、君の将来のこと、将来どうするのさと言ったときに、いやぁ

そこまで考えてないっていう子も結構います。大人だと家庭も大事にして仕事の事もバランスとっ

て、恋愛の事だとかそうですし、趣味の事もバランスとりながら多分生活していると思うんですけ

れど、子どもってやっぱりバランスとりにくい子が、というか子ども自体がそうだと思うので、や

っぱりどっかとなっちゃうと思うのでそこを気を付けてあげなければいけないとのかなと思いま

す。基本的にはヤングケアラーの問題って子どもに何かがある訳ではないので、やはり家庭の中の

ゴタゴタというのが色々歪みになって問題化しているというところが多いかなと思います。江別の

方にも相談サポートセンターがあります。これ本当に専門職の方とか学校の先生とか、お医者さん

も相談受けたことあります。電話でも名前書かなくても相談フォームってあるので、そこから相談

していただいたりというのもあります。２４時間、夜中電話きたりすることもあったりしますね。

そういうのも受け付けています。ぜひぜひご相談いただければと思います。とにかく、まずは大人

の視点にならないように、子どもだったらどういうふうだったら大人に頼るかなということと、あ

とは信頼関係によって悩みって成り立っているので、やはりしっかりと子どもを、初対面のおじさ

ん、おばさんには相談しないと思うんですね。しっかりとまず信頼関係を結んで、それから悩みの

相談が通常運転かなぁと思いますので。少しずつ皆さんと形作って行ければと思いますのでよろし

くお願いします。ありがとうございます。 

 

（議長） 

 ただいま加藤さんからお話がありました。どうもありがとうございます。ただいま子ども視点と

いうお話がありましたけれども、私も少年事件なんかの付添人をやることがあるんですけれども、

自分が中学生高校生の時にどんなようなことを考えていたかなと思いながら付添人を担当するこ

とがありましたので、いまちょっとそうだなと思いながら聞いておりました。 

ただいま先進的な報告がありましたけれども、委員の皆さんから何かご質問などありますでしょ

うか。 

 

＝＝＝＝辻川委員挙手＝＝＝＝ 

 

はい、おねがいします。 

 

（辻川委員） 

 加藤さんありがとうございました。抽出型のケアがとても大事だということが良く分かりました。

抽出型の代表例としてケアマックというのがあったと思うんですけど、ケアマックをやるとなった

ら、どういうふうに抽出をするんでしょうか。具体的に教えてください。 

 

（加藤専門委員） 

 はい、ありがとうございます。基本的に抽出型はまず、特に普通にたぶん考えるとヤングケアラ

ーの子っていうのは、やっぱり家に病気の方が居て、ケアが必要な家族が居るということで、とに

かく病院に行く機会があるということで、まず医療関係者の人にヤングケアラーとは何ぞやという

のをまず知ってもらわないといけないので、医療機関にヤングケアラーの広報をしたりだとかも必

要ですし、あとはさっきもありましたけれどもアルバイト、家の家計のためにアルバイトをしてい

る子が多いので、うちでもやったことがあるんですけれどもイオンさんとか、例えばよく高校生が
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バイトしそうなところですね、江別とかだったらはま寿司とか、スシローとか結構大学生高校生と

かバイトきてるんですけれども、そういうところにチラシ持って行って、頑張り過ぎている子はい

ないですかとか、ヤングケアラーとは何ぞやっていうのを手短にお話して、それを定期的にやって

対応できる限り気にしていただくと、実際に僕もヤングケアラーの子のアルバイトしている先の店

長とつながっていたり、同僚とつながっていたりするので、かえってクラスメイトよりもあの子最

近結構疲れ気味だよっていうのを同僚の子から僕が聞いたりだとか、それで情報を得たりとかもあ

るかなと思うので、とにかくいろんな人にヤングケアラーのことを知ってもらって、気になる人が

いたら教えてもらったりだとか、気遣ってあげるという気付きの視点ていうのはヤングケアラーを

知らないと気づけないので、集めるよりは僕は抽出型の方が良いのかなと。あとはケアマックです

か、ケアマックも基本的にはケアマックにくる子はヤングケアラーの子なんですけれども、そこで

なるべく会話がケアの話だけにならないように気を付けてはいるんですけれども、やはり最終的に

はケアの話だとか悩みにつながったりもありますので、基本的には土台としてヤングケラーの子同

士がとにかく仲良くなってもらって、自分の体験だとか経験を話しやすいように環境づくりだとか

場づくりというところに僕ら力を入れてやっているので、そんなになんか「はい、司会進行します。

はい、じゃあ自己紹介」みたいな大人がやりそうなことはとにかくしないで、自然な感じで会話を

始めてっていう感じでTikTokの話とかYouTuberの話とかいろいろそういった話からしてやってお

ります。 

 

（議長） 

 委員の皆さんから他にもご質問があるかとは思いますが、予定の時刻を経過しておりますので、

何か質問などありましたら後ほど事務局の方にお願いしたいと思います。 

では次に進みたいと思います。 

 苫小牧市の実態について事例紹介ということで事務局説明をお願いします。 

 

(3) 苫小牧市の実態（事例紹介） 

（こども相談課こども相談監） 

こども相談課の米田と申します。私の方から市内の実態について説明をさせていただきます。資

料３をお手元にご用意いただければと思います。うちのこども相談課では、これまでもヤングケア

ラーのご家庭を支援してまいりましたけども、その一例を紹介させていただきます。この内容につ

きましては個人情報に配慮して一部変更を加えていることをあらかじめご了承いただきたいと思

います。資料３を説明いたします。 

世帯としてはお母さん、それから成人になった長男、それから中学生の長女の３人家族でござい

ます。長男は今別の自治体に生活拠点があって、不定期に自宅を訪れているような状況です。 

お母さんが精神疾患とか他の病もありまして、複数の医療機関の方に通院されております。精神

症状の悪化が原因で、家事も含めて何もしなくなった状態になって、５年程前から長男が主体的に

お母さんの介護、それから家事を担当しておりました。そのうち長男がお母さんの指示を拒否して、

それが結果的に長女の方に移って行って、長女の介護とか家事負担が増大していきました。 

長女がお母さんの指示に従わないと、お母さんの命令を受けた長男が暴力で介護家事を強いる状

況もありました。 

長女については学校に、年間で相当程度の日数休むような状況がございました。その情報を心配

したおじいちゃんが市の方に通告されました。うちの方でお母さん、それから長女、それから長男

の面接、あと学校の調査などを実施しまして、特に長男が長女がかわいそうだというような話もあ

りまして、これは重篤な状況であると判断しまして児童相談所に事案を送致しました。児童相談所

の方では長女を一時保護しましたけれども、長女の気持ちとしてはどうしても地元の学校に通いた

いという意思が強くて、当面親族であるおじいちゃんの方で生活をさせるというようなことで、長

女はおじいちゃん宅での生活を始めました。うちの方で長女、それから母親、それからおじいちゃ
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んと定期的に面接をしてそれぞれの状況を把握していきました。かなり長い年月うちの方で関わっ

てきています。児相も含めての対応になりましたけれども、長女、それから母親もそうですけれど

も、もう１度一緒に生活をしたいということもありまして、あとさらにおじいちゃんもご高齢とい

うところでレスパイトも兼ねて、１年程前から短期外泊を実施して１泊、それから２泊３日、３泊

４日というようなかたちで外泊を増やしていって、３か月くらい前には２週間程外泊を実施してお

ります。 

なかなかお母さん自分で困っていても、サービス利用につながらなかったんですけれども、よう

やくではありますけれども私たちの働きかけで障がい福祉課の方の、との連携もありまして障がい

福祉サービスを受け入れられるようになりました。その障がい福祉サービスが入った中で、長女に

外泊をしてもらって、その振り返りをしながらなんとか大丈夫であろうというところで、直近では

母子での生活を再開しているような状況もあります。この間何年も時間をかけて本人の気持ちを聞

きながら、あとお母さんの話も聞きながら、おじいちゃんのいろいろガス抜きもしながらというよ

うなところで、ようやくなんとか母子での生活が再開しているような状況ではありますけれども、

ただこの長女が学校への登校なり、それから部活動の継続なりというところがこれからも続かない

と、せっかく長女が決心したというところの気持ちにも応えられないというところもあるので、長

女を守りながら、そしてお母さんを支えながら、最初は介入的な関わりでしたけれども、これから

は支援的な関わりで母子を支えるというような観点で、これからも２年も３年もというようなかた

ちで安心できるようになるまでは、うちの方の関わりを続けていきたいなというふうに思っており

ます。以上でございます。 

 

（議長） 

 ただいまの事例報告に対するご質問などありますでしょうか。 

 特にないようでしたら次に進みたいと思います。 

 

(4) 討論 

（議長） 

 これまで、北海道の行政説明、それからヤングケアラーの相談の現状、苫小牧市の事例紹介があ

りましたけれども、このようなことで委員の皆さんの活動の現状、課題について何か感ずることが

ありましたらお話をいただきたいと思いますが、何かありますでしょうか。 

 老老問題ということで、高齢のご家庭ご夫婦の間の介護、あるいは８０５０問題、高齢の親が大

人の子どもに対する介護という障がいのあるお子さんがいるような場合ですけれども、そういった

介護、ヤングケアラーについては１８歳未満の子どもが家族を介護するというところで、また先ほ

どの老老介護とはまた違った視点が必要になるかと思いますが、その辺のところで何か皆さんの活

動を通して何か感じていらっしゃることとかあればお願いしたいと思いますがどうでしょうか。 

 

＝＝＝＝大澤専門委員挙手＝＝＝＝ 

 

はい、おねがいします。 

 

（大澤専門委員） 

 先ほどの加藤さんのお話とかも含めて、やっぱりいろいろその現状といいますか、私たち訪問看

護ステーションなんですど、関わる現状の中で、やっぱりお話の中にあったように、子どもさんに

何かあるわけではないというところがすごく私の中では印象に残って、となると私たちの支援すべ

きところはどこなのかって考えると、やはり先ほどお弁当の話も出てましたけど、子どもさんがど

んなことを支援してもらえるのかとか、選択肢がやっぱり、何かして欲しい時間も欲しいと思うん

だけど、どんなこと手伝ってもらえるのかなというのがやっぱりわからないできてて、やっぱり自
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分が親だから看なきゃいけないんだよねていうところが、すごくやっぱり責任感も強いしっていう

ところがあるのかなと思ってました。 

 ある程度、排泄物とか困っていることもたくさんあると思うんですけれども、やはり外部サービ

スが入るってこと自体も、なかなか当のご本人、ヤングケアラーの方じゃなくって、疾患のあるご

家族が受け入れ難い現状もあるのかなという感じはしたんですよね、そこに私たちがどういう風な

サービスを切り込んでいくかというところが、こう定期的に入り続けられるような体制があればい

いのかなと思ったのと、あと今の子どもさんってTwitterとか、Facebookとかすごく活用している

ので、具体的に相談に行くっていうよりは、ちょっとつぶやいたことを多分加藤さん拾って、夜中

も付き合っているのかなという気はしたんですけど、すごくやっぱり時間とか場所にとらわれない

で、ちょっとこう子どもさんがスッと気持ちを持った時に、すぐそれを受け止められる体制ってい

うところがすごく感銘したので、なんかそういうところでどういう風に私たちサポートできるかな

と思って考えてました。そういうことも感じながら伺ってました。 

 

（議長） 

 ほかに何かありますでしょうか。 

 

＝＝＝＝小川専門委員挙手＝＝＝＝ 

 

はい、おねがいします。 

 

（小川専門委員） 

 加藤さんのお話、野澤さんのお話すごく参考になって、もっとたくさんの人に一緒に働いている

たくさんの人に聞いてもらいたいなと思ってすごく勉強になってありがとうございました。 

 私は高齢者の分野で働いているんですけれども、高齢者の分野でもさっき岡田先生がおっしゃっ

たみたいに８０５０問題ですとか、あと高齢者の親御さんのお子さんというか、孫の部分が高齢者

の方の見守りとか、そういうところで動いているんじゃないかと思われる話も聞きますし、実際に

事例検討、事例があった時にみんなで打合せをしたりっていう事例も包括の中でもありますけれど

も、いろんな複合的な課題、皆さんのお話の中にも出てましたけれど、複合的な課題抱えていらっ

しゃるという方も結構多くて、そういう意味でも私たちの方としても機関間の連携とりながら何か

できたらいいなと思って聞いていました。  

 苫小牧市の中でもし条例ができるのならぜひ作れたらいいと思いますし、今日ここで 

出席されてらっしゃる社協さんだとか、子ども食堂さんだったりとかそういう組織の方たちも若い

方たちの色々な声を聞いていらっしゃると思うので、そういう意味でもいろんな機関と連携がとれ

るようなそんな仕組みが苫小牧の中でできたらいいと思ってますし、そういうふうな話ができるよ

うに包括の方でも他の方たちと相談できたらいいなと思っておりました。以上です。 

（議長） 

 ほかに課題などお感じになっていることがあれば。 

 

＝＝＝＝緒方専門委員挙手＝＝＝＝ 

 

はい、おねがいします。 

 

（緒方専門委員） 

 加藤さんと野澤さんの話を先ほど聞いて、私たちの障がい児の分野でいろいろと、日々子どもた

ちと携わってますけれども、その障がい児の子どもたちを毎日看てる中で、やはりここはそうなの

かな、このお宅はそうなのかなっていうようなそういうお子さんを日々看ているんですけれども、
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その中で本当に苫小牧市ならではの地域性の問題、例えば母子家庭がすごく多かったりとか、あと

最近多い、発達障がいというベースのあるお子さんがいらっしゃってますけれども、発達障がいと

は限らず愛着の問題だったり、例えばこの愛着の問題に関してもお子さんだけでなくて、その子を

育てているお母さんの本当に幼少期からの例えば愛着性の問題だったりというようなところで、本

来そこで手助けを求めていいんだよっていうような例えばお宅であっても、自分が子どもの時にこ

ういうふうにお世話をしているから自分の子どももそのお世話をして当たり前だっていうような、

例えばそういうような負の連鎖を繰り返してしまうようなご家庭を目の当たりに普段からさせて

いただいています。 

 ここだとかなり子どもにとっても厳しいだろうなというようなお宅も、私の中でも何件か見てる

んですけれども、本当にどういうふうに私たちもアプローチしてっていいだろうかっていうのをす

ごく日々悩んでいます。先ほど野澤さんの資料にあったワーカーズぽっけのお名前も載ってました

けれども、私たちが本当にできることを日々どういう風にアプローチしてったらいいかなというよ

うなことを本当に真剣に向き合っていかなければいけないんじゃないかっていうふうに考えさせ

られました。ありがとうございます。 

  

（議長） 

 ほかに何かありますでしょうか。 

 

＝＝＝＝千寺丸専門委員挙手＝＝＝＝ 

 

はい、おねがいします。 

 

（千寺丸専門委員） 

 社会福祉協議会でもいろいろな関係機関と協力させていただいて、子ども若者の支援を行ってい

るというところなんですけれども、やはりその中でもヤングケアラーだっていうことを自分では気

付いていない、ふたを開けたらヤングケアラーだった、ヤングケアラーかなみたいな子どもたちも

徐々に出てきているかなというところもありますので、今皆さんとこのような関係機関が集まって、

こういう会議を行えたということは非常に有意義なことかなと大きいことかなと思ってますので、

今現状では行政の皆さま方にいろいろ相談せていただきながら対応させていただいてます。 

 そういう中でも、今いろいろな方からお話があったようにいろんな関係機関がこれからもっと協

力し合って、どんな小さなことでも見逃さないような体制づくりをこれから行っていかなければな

らないかなと思ってます。 

 私たち社会福祉協議会の中でも若い職員が入ってきているというところで、子どもたちの声を聴

くのが非常に上手な職員が多くなってきています。私の場合は元々福祉職ではなかったということ

もあって言葉遣いが荒かったりするんですけれども、そういう子どもたちとの関係づくりもやって

いきながら、いろいろ今支援に入っているところなので、これからもですね皆さんと一緒に考えさ

せていただければなと思いますので、よろしくお願いしたいなと思っております。 

 

（議長） 

 田中専門委員はいぶり・ひだか児童家庭支援センターというところで北海道からの委託、受託を

されていろいろ対応をされていると思うんですが、その辺で何かお感じになっている課題だとかそ

ういうことはありますでしょうか。 

 

（田中専門委員） 

 はい、ありがとうございます。昨年度からワーカーズコープの方で道の委託のヤングケアラーの

コーディネーター事業も受託して、いぶり・ひだか児童家庭支援センターしずくの職員がヤングケ
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アラーの支援の体制整備事業というかたちで、ヤングケアラーのことを本当に一から勉強して連携

の体制を作っていくということをさせていただいておりました。 

 昨年度はなかなかちょっと時間が取れない中で、加藤さんだとか皆さんお呼びして研修させてい

ただいたりだとか、あとは先ほど、道の行政報告の資料にもありましたけれども、実際にヤングケ

アラーだった方々のインタビューなどもさせていただきました。先ほど加藤さんもおっしゃってま

したが、実際に私がお話うかがった方は、障がいがある弟さんがいて、ご自分もまだ３歳とか４歳

の頃から、生まれたばかりの弟をかわいがるのとそのままの延長で、障がいのある弟さんのお世話

をしたりあるいはお母さんが弟さんの世話をしている時に、自分がごはん支度をするとかっていう

のが当たり前だったという話をしていました。 

道の方からのインタビューの質問項目の中に、大人に相談をしましたか、相談をしなかった方は

なぜ相談をしなかったのかを聞いてくださいという項目があったので、それまでの間にいろんな話

をしながらだったんですけど、これ私はあんまり聞きたいと思わないんだけど、聞けって言われて

るから聞くんだけどって話をちょっとさせてもらいました。アハハと笑って話してくれたのが、弟

さんが暴れて押さえ付けたときにケガをして部活に行けなくなったので、部活動の先生に今日部活

を休むって言ったら何でって聞かれたので、弟の世話をしてケガをして行けないって言ったら、そ

の先生に頑張ってねって言われたんですって。それがショックで大人にはもう相談しないと思った

と。それでその言葉なんかすごく重いなって感じました。いろんな大人の支援があればこの子はも

っと部活を楽しめたのかもしれないなっていうのを感じたのと、先ほど加藤さんもおっしゃってま

したけど、子どもに支援をするんじゃないとか、するんじゃなくて勉強するんだよとか学校行くん

だよっていう話じゃなくて、子どもは子どもで愛情を持ってやりがいを持ってご家族の世話をして

いる、あとは周りの大人たちがどういう支援を作っていけるのかなということが課題なんだなって

いうふうに思ったんだけどどう思う？って話をしたら、その子がそれでもいいんじゃないって言っ

てくれたので、なんか勇気もらったわっていう話をして、その後どんなアイドル好きなの？とか、

私キンプリ好きなんだよねっていう話をして終わったんですけど、最後に、こういう話をできる大

人に会えればよかったなって思ったよって言ってくれて、だから本当に加藤さんの関りが、加藤さ

んのところだけではなく、あちこちでできると変わっていくのかなと感じました。 

 

（議長） 

ほかにお感じになったことなど委員の皆さんの方でございますでしょうか。 

片山先生は、障がいのある方やご家族に関わるなどご経験があると思いますが何かございますで

しょうか。 

 

（片山専門委員） 

 はい。ありがとうございます。今は大学で働いてはいるのですけれども、元々は児童養護施設で

の勤務と、あとは札幌市の委託の障がい者の相談支援事業所で働いていたというところもあるので、

非常にこのヤングケアラーの課題という部分は子どもの視点、大人の視点両方で感じるところがあ

ります。今日参加してすごく安心したと思うところは、子どもの側に立つというところが非常に主

語になっている、議論になっているというところが、僕も今日はどういう話題になるのだろうかと、

どきどきしながら来て、大人がやってあげたい議論になってしまったらどうしようと思っていたの

ですけれど、しっかり子どもを主語にした動きになっているということですごく安心してそれがま

ず第一だなというふうに思います。今お話があったように、部活動の先生のお話があったように子

どもが心を開くのって本当に一瞬で、その一瞬をどう大人がキャッチして返すかというところで支

援の進み具合と言うか、支援というのもおこがましいと思っているのですけれども、進み具合とい

うものが変わってくるのだろうと思いますし、ヤングケアラーの部分は加藤さんからもお話があっ

たけれど、大人が全部もってっちゃうみたいなことではなく、子どもがどこまで役割を担いたいの

かという希望をしっかり聞いていくことをやっていく、そういうふうにしていけば子ども中心にと
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いうところはすごく耳ざわりが良い一方で、先ほど色々例として出ていた、じゃあヘルパー制度を

入れてみようだとか、配食をちょっとやってみようよというふうになったときには、どうしても制

度としての枠組みというものを作らざるを得なくなってくると思うのですよね。そこのバランス、

柔軟性と、枠を作ればこぼれ落ちるというものが出てくるのは、これはもう決まってしまっている

ところなので、こぼれ落ちるところをどう柔軟に受け止めるのかというところも踏まえて、条例か

らきっと発展した実働に繋がっていくと思うので、今回も条例というところで、実働をイメージし

た条例づくりができたらいいなというふうに改めて思ったところと、あとはヤングケアラー、ケア

ラー問題になってくるので、既に走っている制度、仕組というものがあると思うのです。障がいで

あれば障がい福祉サービスというものがありますし、高齢者であらば高齢者のサービスがある、そ

この専門職たちとどう連携をしていくのか、その専門職たちにどう理解してもらうのかというとこ

ろも、ひとつこちらからも発信することとして大事たと思うのと、加藤さんは多分お得意なのだろ

うと思うのですけれどもＳＮＳに対する大人の対応力ってすごく、僕も必死で学生と会話をするた

めにもＳＮＳ何となく追いかけているのですけれども、次々新しいものが出てくるので、どこまで

対応力を持っていくのかというところ、そういったところが課題になってくるのだろうなと改めて

思いました。また、皆さんと、心強い皆さんいらっしゃるので、意見交換していけたらいいなとい

う感想になります。ありがとうございます。 

 

（議長） 

松村委員は子どもを虐待から守る条例制定に関わっていらっしゃると思いますが、その辺で何か

今日の会議で感じたことは何かありますでしょうか。 

 

（松村専門委員） 

 虐待のときもそうでしたが、今回も似たようなことを感じるところと言えば、本当に、お手伝い

なのかヤングケアラーなのか、虐待なのかしつけなのか、その辺のラインの引き方が非常に難しい

なというのが一番の感想です。それとこれは本当に入口の簡単なところで申し訳ないのですが、こ

のヤングケアラー、最近横文字がやたらと色々な分野に多くて、私たち日本人ですよね、日本語っ

てありますよねと言いたくなるくらい、英語にした方が端的にわかりやすくスマートという、キャ

ッチフレーズみたいな感じで皆さんというか、国の方で使うのでしょうけれど、そのヤングケアラ

ーは良いのですけれど、副題というのですか、誰にでもわかりやすい日本語をちょっと付け加えて

表題と一緒にしてもらえると、我々どちらかというと高齢者とのお付き合いが多いものですから、

なかなかこれヤングケアラーって知っている方は知っているけれど知らない方は知らないんじゃ

ないか、入口のところからもうちょっと皆さんに理解してもらえるような方法が良いかなと。それ

と最後に我々民生児童委員は地域の困っている方と関係機関とのつなぎ役というのが我々の活動

の主力なんですね。そうすると今回もヤングケアラーについて条例作るからと、うちは３６０人の

委員さんがいらっしゃるのですが、皆さんにしてみたら、じゃあヤングケアラーの家庭に接した場

合に私たちどこにつなげばいいのですか、という質問が絶対来ると思うのですね。ですから、これ

は民生児童委員としてどこへ繋いだら良いのかというところも、ぜひこの条例づくりのときに進め

ていきたい、いただきたい。以上でございます。 

 

（議長） 

ありがとうございます。北條委員はヤングケアラーの方の早期発見ということになると学校は不

登校だとかあるいは、家庭学習、宿題ができてこない生徒がいるだとか、そういったところからも

ある程度認知と言うところもあるかもしれませんが、学校の方から何かそのへんの感ずるところは

ありますでしょうか。 

 

（北條委員） 
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 今日は色々とありがとうございました。今おっしゃられたとおり、私は小学校が多いものですか

ら、やはり幼い子は勉強がちょっと落ち込んでいるだとか、最近元気ないとか登校が渋っているだ

とかというところで気付くというところが多いのですよね。なのでやはり一番近くの担任が気付く

ということが多いものですから、先ほどからお話があったように大人、子どもということではなく、

大人がまずしっかりと勉強して、そこに繋いでいくというところが大切かなと思っておりますので、

今学校の方でも教職員に先ほどオンデマンドというお話もありましたけれども、なかなか時間が取

れないという部分がありますので、こういうオンデマンドでの受講が可能していただけてるという

のはとてもありがたいなというふうに思っております。まずは大人がしっかりと子どもたちのそう

いうところに気付きをしっかり持つというところが大事かなというふうに思っております。先ほど

松村さんからもありましたけれども、気付いたらじゃあどうすれば良いのかなところでいくとやは

り、どこに繋いだら良いのかというところでそこの先が大事ではないのかなと思いますので、条例

にもそのようなことを反映していただきたいですし、学校のほうとしても、じゃあ校内でそれに気

付いたときにどういうふうに組織の中で誰に相談して、それを教頭とかそういう者が渉外を担当し

ておりますのでその辺が窓口になるのかと思いますけれども、じゃあその窓口がどこに繋いていく

のかというところを学校の中でも組織としてしっかりと考えていかなければならないかなという

ふうに考えております。以上です。 

 

（議長） 

ありがとうございます。辻川さんは子ども食堂で活動されているということなので、先ほどから

ヤングケアラーの方を孤立させないとか、あるいはヤングケアラー同士の交流ということで言われ

ていたのですけれど、その辺のところは何かありますでしょうか。 

 

（辻川委員） 

 ありがとうございます。お話に上がっているように、どこに繋いだら良いのかということの先に

繋がった大人たちが実際にヤングケアラーである子どもたちとどんな会話を持つかということは

とても大事なのだというふうに思っていて、先ほどの田中さんのお話にもあったように、学校の先

生が別に励ましたつもりで言ったと思うのですけれど、頑張ってという言葉にものすごく傷ついて

しまったりとか、そういうことが実際に起きている。私の周りでも特に子ども食堂なんかそういう

大人が集まりやすいのかなと思うのですけれど、何かこの子の力になってあげたいという思いが強

ければ強いほど余計な一言を言ってしまうみたいな構図があって、人生の教訓みたいなことを言っ

てやろうみたいな、そういうことを防ぎつつ傾聴の力を大人がどうやって身につけていくかという

ところがすごく大事なのかなというふうに感じています。傾聴の講座とか、私はゲートキーパーと

いう自殺の予防の講座を何度か受けさせていただいたことがあるのですけれども、それと似たよう

な形でヤングケアラーへのケアみたいなものの講座とかそういうものが苫小牧市でも定期的に開

催されるような、傾聴の力を底上げしていくような何かあるといいのかなというふうに考えました。

以上です。 

 

（議長） 

 委員の皆さんから色々お話をお伺いしました。これについては、事務局においてこれからの骨子

の作成に活かしていきたいというふうに考えております。次回の部会に提案することになりますけ

れども、ほかに色々また今日の会議に基づいてお考えになることがあるかと思いますので、お手元

の意見書により後ほど事務局の方に何かありましたら報告をお願いしたいというふうに思います。

予定の時刻になりましたので、そろそろ次の議題に移りたいと思いますがその前に全体をとおして

何かご意見ご質問などあれば遠慮なくお願いします。 

 

＝＝＝＝質問、意見なし＝＝＝＝ 
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（こども相談課主査） 

 すみません。事務局のほうから今後のスケジュールについて御説明させていただきたいと思いま

すので、資料４をお手元にご用意願いいたします。次回の部会なのですけれども、７月１９日水曜

日に、１８時からこの会場で開催予定でございます。事務局から改めて文書にて御案内をさせてい

ただきます。 

第２回の部会では、条例骨子案を提案させていただきたいと考えております。条例骨子とは、目

的や基本理念などのほか、ヤングケアラーを支援するためにどのような項目を盛り込むかの概略を

示したものでございます。事務局のほうで、本日の議論を踏まえた条例骨子案を作成したいと考え

ておりますので、委員の皆様からの御意見を頂戴いたしたいと存じます。なお、会議資料につきま

しては事前に送付させていただきます。 

９月２２日の第３回部会では、２回目の部会でのご意見を反映した条例骨子に基づき、条例素案

を提案させていただきたいと考えております。条例素案とは、条例骨子をもとに条文形式にしたも

のでございます。事務局のほうで案を作成したいと考えておりますので、委員の皆様から御意見を

頂戴いたしたいと思っております。 

同時に、パブリックコメントを１０月上旬から３０日間実施し、市民の皆さまからも広く意見を

募る予定でございます。 

１１月１５日の第４回部会では、第３回部会においてご意見をいただいた条例素案やパブリック

コメントを踏まえ、市議会に提出する条例案の最終案を提示いたしますのでご確認いただきたいと

考えております。 

なお、状況に応じて書面などで御意見を伺ったり、事務局のほうから確認をさせていただいたり

する場合がございますので、その際にはよろしくお願いいたします。 

１１月下旬には、子ども・子育て審議会に最終案を報告する予定でございますが、当部会の専門

委員の皆様におかれましては、この日までが任期となりますのであらかじめご了承いただけますよ

うお願いします。 

令和６年の２月上旬には、条例案を市議会に提出し、審議いただきたいと考えております。 

説明は以上でございます。 

 

（議長） 

 ただ今事務局から今後のスケジュールについて説明がありましたが、これについて何かご質問ご

意見ありますでしょうか。特にないですので、これで全ての議事が終了いたしました。お陰様でス

ムーズに会議を進めることができました。ありがとうございます。それでは事務局にお返しいたし

ます。 

 

７ 閉会 

（司会） 

 岡田部会長、本当にありがとうございました。 

これをもちまして「令和５年度第１回苫小牧市子ども・子育て審議会ヤングケアラー支援条例検

討部会」を閉会いたします。お忘れ物などないよう、気をつけてお帰りください。どうもありがと

うございました。 


